





















る」とは，関数 f(x)から導関数 f ’(x)を求め
ることである。導関数 f ’(x)とは，関数 f(x)
において，x の各値 a に対して，微分係数
f ’(a)を対応させて得られる一つの新しい関
数である。微分係数 f ’(a)とは，x が a と異
なる値 bを取りながら aに限りなく近づく




x が a から b まで変化するとき，y の変化




































































   →微分係数の図形的意味→導関数 
(2) 平均の速さ→瞬間の速さ→極限値 
   →平均変化率→微分係数 
   →微分係数の図形的意味→導関数 
(3) 平均の速さ→瞬間の速さ→極限値 
   →平均変化率→微分係数→導関数 















































































② それに伴って，もう一方がある一定  










となる点 A があり，点 Bを点 A に限りな
く近づくという考えとそれに伴って，直線


















































































(2) 人数 理由 











































の S 高等学校(3年選択クラス(数学)11 名)
での調査授業の実践を依頼し，平成 25 年






































































































































③ 時間幅を限りなく 0に近づける段階 
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